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人工知能技術適用による
スマート社会の実現

人工知能活用による革新的リモート
技術開発

人と共に進化する次世代人工知能に
関する技術開発

IoT社会実現に向けた次世代人工知能・センシング等
中核技術におけるAI分野プロジェクト

基盤技術開発

社会実装

次世代人工知能・ロボット中核技術
開発



3

「 人工知能技術適用によるスマート社会の実現」

本格研究

①生産性 ②健康、医療・介護 ③空間の移動

先導研究
2018 2020 2022

社会実装

＜社会的背景＞
少子高齢化による生産年齢人口の減少下における製造業の国際競争力の維持・向上やサービス分野の生産性向上、
国民の健康の向上や医療・介護に係るコストの適正化等、今後の我が国の社会の重大な諸課題に対し、特に有効なアプ
ローチとして、人工知能技術の早急な社会実装が大きく期待されている。特に「生産性」 、「健康、医療・介護」、「空間の
移動」の分野で人工知能技術の早期社会実装が求められている。 （人工知能技術戦略 2017年3月公表）
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基本計画

 狙い
 あらゆる人が質の高いサービスを受けられるスマート社会を実現する人工知能技術の研究開発と実証

 概要
 「生産性」 、「健康、医療・介護」、「空間の移動」の重点3分野において、人工知能技術の研究開発
を行う。

 人工知能の応用にとって不可欠な現場データの明確化と取得・蓄積・加工のノウハウを含めて、社会実
装の先行的な成功事例を積み上げる。

 実施方針
 研究開発から社会実装まで一元的に取り組む。
 模擬環境及び実フィールドにおける実証を通じて実用化を加速する。

 実施期間
 2018年度～2022年度
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■AIによる植物工場等バリューチェーン効率化システムの
研究開発

■農作物におけるスマートフードチェーンの研究開発

■データコラボレーション解析による生産性向上を目指した
次世代人工知能技術の研究開発



■人工知能による脳卒中予防システムの開発・実用化

■健康⾧寿を楽しむスマートソサイエティ・主体性のある
スキルアップを促進するAIスマートコーチング技術の開発

■人工知能支援による分子標的薬創出のプラットフォーム
の研究開発

■新薬開発の効率化・加速する製剤処方設計のAI開発
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■判断根拠を言語化する人工知能の研究開発

■安心安全の移動のための三次元マップ等の構築

■サイバー・フィジカル研究拠点間連携による
革新的ドローンAI技術の研究開発

■人工知能を活用した交通信号制御の高度化に関する
研究開発
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■AIによる植物工場等バリューチェーン効率化システムの
研究開発

■判断根拠を言語化する人工知能の研究開発



ご清聴ありがとうございました。


